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日立市立助川小学校いじめ防止基本方針 

令和８年４月  

いじめの定義 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通

じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じている

ものをいう。（いじめ防止対策推進法 第二条第一項より抜粋） 

 

Ⅰ はじめに 

いじめ問題は、子どもたちの健全な生活の大きな障害となるだけでなく、重大事案になれば心身

の健康を冒し、命の危険にも関わってくる今なお学校現場の重大な課題の１つである。そこで、文

部科学省では、いじめ防止をさらに推進するため、平成２９年３月に「いじめ防止対策推進法」の

改定が行われた。それに伴い、助川小学校においても「学校いじめ防止基本方針」の見直しを行っ

た。 

すべては子どもたちが安心して健全な生活を送れることを願い、改めて助川小学校のいじめ防止

基本方針をここに策定する。 

 

Ⅱ 本校のいじめ防止基本方針（第三条） 

  本校職員は 

１ 安心できる学校生活を保障するため、いじめ防止等に努める。 

   ２ 全ての児童に対し、いじめの理解が深まるように努める。 

   ３ 保護者、地域等と連携しながら、いじめ防止等に努める。 

※ いじめ防止等とは、いじめ防止、いじめの早期発見、いじめの対処のこと（第一条） 

 

Ⅲ 本校の取り組み 

 １ 本校におけるいじめ未然防止 

  〇温もりある学校・学級づくり → 自己有用感の高揚と共感的理解の促進 

   ・話し合い活動、学級活動の充実（SGE の積極的、継続的活用） 

・協同的活動の工夫（いじめの起こりにくい環境づくり） 

・児童の活躍できる場の設定 

  〇いじめをしない、させない、見逃さない児童生徒の育成 

   ・道徳教育の充実  

   ・教育相談の充実  

   ・地域行事への積極的な参加 

  〇 保護者・地域との連携の強化 

   ・いじめ防止基本方針の発信 

   ・地域コミュニティとの共催事業の実施 

   ・積極的な学校公開 

 ２ 早期発見のために 

  〇 アンケート調査や個別面談の実施 

   ・アンケート調査の定期的な実施による児童の実態把握 

   ・個人面談、チャンス相談、教育相談員による教育相談による児童の実態把握 

  〇 保護者・地域との連携 

   ・相談しやすい体制づくり 

   ・連絡帳、電話、家庭訪問による保護者との情報交換 

   ・地域コミュニティとの情報交換 
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関係機関との連携 

   ・各種たよりによる情報の発信 

  〇 教職員の共通理解 

   ・生徒指導会議、ケース会議の実施 

   ・生徒指導の体制づくり 

 ３ いじめに対する早期対応 

   いじめの連絡、相談を受けた場合等、いじめを発見した場合、速やかに被害者の安全を確保

するとともに、「いじめの防止等の、対策のための組織」の「臨時会」を開き、校長のリーダ

ーシップの下、当該いじめに対して組織的に対応する。 

  （１）被害者の保護 

    ・いじめられている児童の保護を第一とする。 

    ・全職員による被害者の心のケアに努める。 

    ・すぐに家庭との連携を行う。 

  （２）実態の把握 

    ・被害者、加害者、及び周辺の児童から十分に話を聞き、いじめの事実の確認を行う。 

  （３）加害者への対応 

    ・加害者に対して、毅然とした姿勢で指導を行う。 

    ・いじめの再発を防ぐ支援を行う。 

    ・保護者へ速やかに連絡をとり、状況の説明と被害者やその保護者への対応に関して必要

な助言を行うなど協力して対応する。 

 ４ 重大事態への対処 

   重大事態とは、児童の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認められたと

きである。また、児童が、相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると

認めるときである。 

  （１）速やかな報告 

・教育委員会を通じて市長へ速やかに報告する。 

  （２）組織での対応 

    ・いじめ対策委員会を組織し、いじめの背景事情や児童の人間関係にどのような問題があ

ったか、学校・教職員がどのように対応したかなどの事実関係を、詳細かつ速やかに調

査する。その際、被害者・保護者に調査方法の説明を行う。その調査結果については、

教育委員会へ報告する。（第二四条、第三〇条） 

 ５ 関係機関等との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６ 教職員研修の充実 

  （１）実践的研修 

  （２）事例研究 

  （３）インターネットなどの情報モラルの理解 
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Ⅳ 助川小いじめ対応マニュアル    実態把握 報告・連絡・相談の初期対応 記録 

 〈校内対応〉 

 

       実態把握 

 

                      

       報告・連絡・相談 

 初期対応  記録 

      

 

     

 

                          対応方針検討 
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いじめの発見 
・小さなサインを見逃さない 

・欠席や保健室利用の増加は注意 

教 頭 

教 務 主 任 

生徒指導主事 
 

生徒指導協議会 
・早めの相談 悪いことほど早く 

・ケース会議 

指導の継続 
・記録と報告 

・解消後も最低 3 ヶ月の観察 

全職員の共通理解 対応の見直し・改善 

校 長 いじめ対策委員会 
・事実確認・共通理解 

・保護者との連携 

・対策の検討 

被害者・加害者への援助指導 
・いじめられている児童を絶対に守る 

・いじめている児童には毅然とした態度と寄りそう指導 

・指導は継続して行う。 

関係機関との連携 
・教育相談員 

・児童相談所 等 

保護者への対応 
現状と指導の経過、今後の対応についての説明し、理解

と協力を得る 
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再調査の指示 
（再調査が必要と認めるとき） 

市議会への報告（第 30 条第 3 項） 

市長への報告 
（第 30 条第 1 項） 

被害者・保護者

への調査の説明 

 

〈重大事態に対する対応〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         【学校主体の調査】     【教育委員会主体の調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果報告を受け、教育委員会より市長及び市議会へ報告 

 

重大事態の発生 重大事態の発生 

調査主体の判断・指示 

教育委員会への報告 

学 校 

市 長 

教育委員会 

市議会 

市長が設置する再調査委

員会による調査 
（第３０条第２項） 

 

学校いじめ調査委員会に 

よる調査（第 28 条第 1 項） 

 

教育委員会が設置するいじ

め調査委員会（第 28 条第 1 項） 
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☆☆☆ いじめ防止対策年間計画 ☆☆☆ 

 

１ 年度初めに行うこと 

（１）いじめの定義、対策方針と初期対応での優先順位と記録の共通理解 

（２）要継続観察の児童の確認 

 

２ 未然防止の視点と具体策 

  （１）視点・・・ねらいを明確にしたわかる授業の継続と生徒指導の機能を生かすこと。 

  （２）具体策 

     ① 学級経営での方策    創意ある係活動や SGE、QU の活用 

アンケート調査での評価 

     ② 各教科経営での方策   ねらいを明確にしたわかる授業の継続 

     ③ 特別活動での方策    各委員活動での工夫（標語づくり、あいさつ運動） 

     ④ その他         学校子ども会、あおぞら班活動での異学年交流 

                   キラリ賞での自尊感情の育成、アンケート調査と面談 

 

 いじめの定義

の確認 
自己決定の場・機会 自己存在感 

共感的な人間

関係 

前

期 

    

後

期 
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の
ア
ン
ケ
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ト
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査
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価
し
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改
善
策
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討
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施
す
る
。 

ねらいを明確にしたわかる授業の利用 「
重
大
性
の
段
階
に
応
じ
た
い
じ
め
の
類
型
」
を
教
師
側
で
確
認
し
て
、
子
ど

も
と
一
緒
に
「
い
じ
め
」
の
定
義
を
確
か
め
る
時
間
を
学
期
一
回
以
上
設
け
る
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キラリ賞の活用 

係活動や行事を利用 

SGE の継続活用 

学校子ども会 

あおぞら班 委員会活動での工夫 


